
                                
             

令和４年度定時総会については、新型コロナ

ウイルス感染症の防止対策を万全にして、会

員の皆様に参加をお願いするとともに、市長

はじめ来賓の皆様にもご臨席を賜り、３年ぶ

りに総会を開催することができました。久し

ぶりの顔合わせに、当センターの連帯意識を

再認識しました。 

総会は、南石理事の司会で進行、開会に当た

り、池内会長からの挨拶。それに続き、海老原常務理事から出席者69名、委任状及び議決権行使者425

名、計494個の議決権があることの報告がありました。続いて、議長に選任された横田副会長により議

事が進められました。 

吉越監事による「令和３年度会計及び業務の監査報告」が行われ、次いで湯浅事務局長から報告第１

号「令和３年度事業報告について」及び報告第２号「令和４年度事業計画及び予算について」の報告が

行われました。続いて、議案第１号「令和３年度決算について」、議案第２号「理事15名の選任につい

て」、議案第３号「監事２名の選任について」、池内会長から提案説明があり、審議の結果、原案のとお

り可決されました。 

総会終了後、直ちに臨時理事会が招集され、新たな役員が選出されました。会長は神田英子、副会長

は高村忠男、常務理事は海老原廣雄の各会員に決まりました。 
         

6 月 19 日の定時総会後の臨時理事会に於いて会長に選任され、重責で身の引き締ま

る思いです。基本理念「自主・自立、共働・共助」のもと、多種多様な知識、経験、能

力を生かし、生きがいのある地域づくり・社会貢献の担い手として、市民の皆様に喜ん

でいただける、身近なシルバーセンターとして取り組んで参ります。 

前年度はコロナ禍で制限された中、皆様には健康で安心・安全な就業をされ、大きな

感染もありませんでした。シルバーの大きな課題となっています「就業開拓」「会員拡大」が部会とし

て活発な議論がされております。またシルバーの PR で市民向けにチラシ・広報誌「シルバーだより」

の新聞折り込みの効果もあり、新入会員も増加しました。特に「女性部会」の活躍も功を奏して女性の

入会者が増加しました。これからも運営の要である理事会で、1つ1つの課題に知恵を出し合い真剣に

協議して参ります。 

皆様には、ご協力とお力添えをよろしくお願い申し上げます。 
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安 全 は  す べ て に  優 先 す る 
 

神田新会長あいさつ 

令和4 年6月19 日（日） 初石公民館にて開催 
令和3 年度 監査報告 事業報告 決算承認 
令和 4年度 事業計画・予算 
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『令和 4年度 第 3回理事会』 6月13日（月） 

【報告事項】 
① 令和4年4月の当センターの運営状況は、会員数732名（男性569名・女性163名）で、前年比

48名増（男性17 名増・女性31名増）。同事業実績は前年比3.0％増で順調なスタートとなった。
就業率は67.2％で前年比2.1％減（派遣会員16名を含めると1.8％減） 

② 令和4年度会費の納入状況、各委員会報告 等 

【協議事項】 
① 5月新会員12名（男性7名・女性5名）の承認と退会会員7名（男性4名・女性3名）の報告 
② 班長の委嘱を承認 
【6月1日付】■10地区班長：増田恒夫・平田勝利 ■職群班長：流山市上下水道局清掃   西田保
則 

         ■再生工房   石田昇二 ■㈱東京RoyalGardenPalace柏日本閣洗い場   山本  孝 
【7月1日付】■植栽グループ長   森田辰雄 

③ 会員の資格喪失 
④ 令和4年度定時総会議題・役割分担の再確認 
⑤ 令和3年度千葉県シルバー人材センター運営状況の説明 

『令和 4年度 第 1回臨時理事会』 6月19日（日） 
新三役の選定及び専門委員会委員長等の選任 

『令和 4年度 第 2回臨時理事会』 6月20日（月） 
新班長（地区・職群）の推薦依頼と推薦書提出 

『広報委員会』 6月3日（金） 
① 会報6月号原案の校正 ② 会報7月号の編集予定と日程 ③ 標語の変更「7月～9月号」  
④ 広報委員会引継事項の確認 

『安全適正委員会』 
【委員会】 6月2日（木） 
① 事故報告：5/23、おおたかの森小中学校体育館周辺での、石トバサーズ刈払機を使った除草作業で体
育館外側の小窓（地表30cm高）を破損、本年度事故累計1件 ② 全シ連「安全就業ニュース4・5月
号」の報告（樹木の伐採中に、チェンソーのキックバックにより切傷、出血性ショックによる死亡事故）
（植木剪定、除草作業で「作業前チェックと安全確認の強化！」）（熱中症と虫刺されに対する注意徹
底）（健康管理、健康診断の受診を） ③ 当センターの「令和4年度安全就業推進計画書」県シ連へ提
出  ④ 安全標語＆ヒヤリハット体験談作品審査  ⑤ 今後の課題を確認 

【安全パトロール】 6月3日（金） 
◼ おおたかの森小中学校体育館周辺：飛び石による事故現場、石トバサーズ刈払機を使用する際で

も、道路サイドやガラス等危険個所では、防護ネット使用の徹底を 
◼ 植栽現場：西初石4丁目K様宅、「作業中」看板出し忘れ。ズボンの裾を靴の中に入れていない。

普通の靴を履いての作業が1名。作業の安全確保のための服装を指導 
◼ 除草現場：市野谷K企業、休憩を1時間ごとに取り、熱中症対策に努めていた 

◼ 植栽現場：鰭ヶ崎Ⅰ様宅、「作業中」看板出し忘れ、看板は必ず作業開始前に目立つ位置に 

『女性部会』 

【部会】 6月16日(木) 
① 新旧役員交代（2地区・9地区） ② 女性会員地区懇談会の企画書案討議  ③ 定時総会時の部会
員役割分担確認 ④ 事務局矢吹職員が担当として今年度より参加  

【女性会員のつどい】 6月7日（火） 
① 女性会員12名、女性部会員13名、計25 名参加 ② 紫陽花鑑賞（あじさい苑＆あじさい通り）
の後、名都借福祉会館でおしゃべり会開催 

『就業開拓・会員拡大部会』 6月10日（金） 

① 令和3年度契約先別契約金ランキング表の説明  ② 3大新聞チラシ折り込みとその効果の推移  
③ 会員拡大施策の組織的アプローチとして、シルバーのボランティア活動による勧誘効果、就業開
拓や会員拡大の小部会の新設、仮登録制度等の可能性を協議 

      

（２） 

活 動 報 告 

 働いて  無理なく  伸ばそう  健康寿命 
 

（２） 

ウクライナ募金について 

６月１９日開催の定時総会におい
て日本赤十字ウクライナ人道危機
救援金の義援金をお願いしたとこ
ろ、皆さまから３０，５７２円の寄付を
いただきましたのでご報告します。 



 

 
 
 
  

 
  
『友の会総会 報告』コロナ感染症の蔓延を配慮し、今年度も書面総会としました。 

【結果】会員数77名に対し62通（81％）の有効回答（返信64通 内無記入2通）があり、各議案へ
の賛成数は、議案１号（2021 年度事業実績報告）61 票、議案２号（2021 年度収支実績報告）62 票、
議案３号（2022年度役員改選案）59票、議案４号（2022年度事業計画案）61票、議案５号（2022年
度収支計画案）61票、議案６号（会則変更案）58票 となり、全ての議案が承認されました。 

【意見】① 弔慰金の廃止理由が不明確 ② 2022 年度会費徴収をしない理由が不明確 ③ 会計役の記
載がない ④ 監査役は２名とすべきでは ⑤ 役員の活動へのねぎらい の意見記載がありました。 

【回答】①～④の意見について回答いたします。① 弔慰金の廃止は家族葬が増え弔慰金支給の希望が低
下していることから廃止としました ② 2022年度会費徴収をしない理由は2021年度の活動が不十分
であったことによります ③ 会計役は小島英司氏を任命します ④ 監査役１名を２名とすることは
役員会で再検討をしていきます。また、皆様の賛同と、頂いた意見に感謝し、コロナ感染症の終息状況
を確認しながら2022年度の活動をできうる限り実施していきます。 
     

7月1日（金）、初めて一般市民を招いて「シルバー
歌声広場」を開催し、一般参加者 5 名を含め総勢 15
名の歌好きが集まり、心に残る想い出の昭和歌謡・演
歌等 26 曲を、スクリーン映像を見ながら皆で歌い上
げました。一般参加者からは「コロナでほとんどの行
事がなくなった。ここに参加できてうれしい」「楽しか
った。また来たい」と好評でした。皆で作った「たな
ばた飾り（七夕飾り）」は、会場の南福祉会館玄関に飾
って貰いました。  （横田清四郎・記） 

 

 
      
 

【事業運営委員長 神田 英子】 
センターの運営を円滑に推進するため、事業計画の企画立案、実施・予算・決算・ボランティア・

入会促進・地区懇談会など理事会に提出する議案を協議します。 
また、「就業開拓・会員拡大部会」と「女性部会」は事業運営委員会の下部組織として、活動して

います。会員皆様のご協力をよろしくお願いします。 
 

【広報委員長 池内 弘行】 
日頃から、シルバー流山に目を通していただいてありがとうございます。会報は、シルバーの「今」

を会員の皆様にお届けする、大変重要な情報紙と思っております。皆様からいただいたご意見をベ
ースにして、これまで築き上げてきた広報の伝統を引き継ぎ、さらに皆様に分かりやすい、読みや
すい会報を目指して、委員一同頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。 
 

【安全適正委員長 髙村 忠男】 
事故ゼロを目指しています。会員各位の皆様方是非とも常に安全第一の気配りを念頭に置いて作

業と向き合ってください。各会員が一歩家を出た時から、無事に家に帰り着くまで安全を念頭にお
いて行動する心構えが大切です。家庭生活においては、健康第一です。仕事と健康は、両輪です。
“今年は、必ず進歩する” 

 
    

同好会名 開催日① 開催日② 開 催 場 所 開 始 時 刻 連 絡 先（入会等） 
ゴ ル フ 09/15(木) 10/20(木) 野田市PG場 (ひばり) 08：30（ｽﾀｰﾄ） 鈴木 080-3461-6820 
パソコン 07/19(火) 08/16(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 横田 080-6117-4426 
写  真 07/26(火) 08/23(火) コミュニティプラザ 14：00 ～ 小島 04-7154-9377 

（３） 

友の会だより 
「流山シルバー友の会」
は、人材センター会員と
ＯＢの「いきがいづくり」
を応援する組織です 

♫ 「シルバー歌声広場」  ♬ ８月 19日（金）13：30～16：00 
南福祉会館で開催します（車約７台駐車可能） 

🚌  日帰りバス旅行 ９月下旬～10月に実施する予定です 
 

専 門 委 員 会  委 員 長 あ い さ つ 

 シルバーの 安全作業は 地域の模範 

♫♪♬ 一般市民を招いて「シルバー歌声広場を開催」♫♪♬ 
 

会場全景 

 

七夕飾り
た 



 
        
日 曜 ７  月  の  予  定  日 曜 ８  月  の  予  定 
16 土  

 

1 月 班長委嘱式 
17 日  2 火  
18 月 海の日 3 水 事業運営委員会 就業開拓・会員拡大部会 
19 火 入会登録説明会（南流山福祉会館） 4 木  
20 水 配分金支払日 5 金 広報委員会 安全パトロール 
21 木 女性部会定例会 6 土  
22 金  7 日  
23 土  

8 月 
入会登録説明会（シルバー人材センター） 
理事会 24 日  

25 月  9 火  
26 火  10 水  
27 水  11 木 山の日 
28 木  12 金  
29 金  13 土  
30 土  14 日  
31 日  15 月 「シルバー流山」発行 

◎新入会員のご紹介（敬称略）（〇で囲んだ数字は地区名） 

 梅津芳郎 ② 武井朝男 ② 鈴木 操  ⑤ 塩田幸子 ⑤ 沢田 栄 ⑥ 早矢仕准次⑥ 
 湯浅邦彦 ⑥ 佐藤正明 ⑦ 近藤三佐人⑨ 髙木俊信 ⑨ 石原 茂 ⑨  

◎「夏の交通安全運動」の実施について  
千葉県交通安全対策推進委員会（会長 熊谷千葉県知事）では、暑さや夏休み前の解放感による集中

力の低下や夏休みに伴う交通の流れの変化などから重大交通事故の発生が懸念されるこの時期を「夏の
交通安全運動」期間として、交通安全教育や広報啓発活動を集中的に展開し、これまで以上の交通ルー
ルと交通マナーの遵守・実践による交通事故防止を図るよう求めています。 

実施期間：令和4年7月10日から19日まで スローガン：「自転車も ルールを守る ドライバー」 
運動の重点は、① 自転車の安全利用の推進 ② 飲酒運転や速度超過など悪質危険な運転の根絶 ③
子供や高齢者を始めとする歩行者の安全確保 ④ 後部座席を含めた全座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底 となっています。 

◎令和４年度「安全・適正就業強化月間」の実施について 
千葉県シルバー人材センター連合会では、国が実施する「全国安全週間」に合わせ、７月を「安全・

適正就業強化月間」と定め、安全・適正就業対策の一層の推進を図ることとしています。 
県内の状況は、令和３年度傷害事故が昨年比119.5％と大きく増加し、賠償事故は昨年比95.3％と減

少したものの憂慮すべき状況が続いています。そこで、各センターには、重篤事故につながる就業の見
直しとして三脚脚立からの転落事故防止対策の徹底、損害賠償責任保険事故の防止として除草作業時の
石飛、配線切断事故防止の徹底、就業途上の交通事故防止として自転車及びバイクでの事故防止の徹底
を求めています。     

◎緊急募集中！ （就業を希望する方は事務局まで至急ご連絡ください） 
■ 自転車駐車場＜整理＞ 運河駅１名 ■ 放置自転車対策 初石駅１名・江戸川台駅１名  
■ トップ江戸川台店（週３日早朝品出し）１～２名              ※詳細は事務局へ 

 

今年も「流山花火大会」は、中止になりました。花火は江戸時

代より、慰霊や疫病退散が目的の行事だったそうです。新型コロ

ナウイルスの世界的な広がり、ウクライナの社会情勢など、悲しい出来事が多い中、慰霊

と平和を祈り心の中で鎮魂の『花火』を打ち上げようと思います。2年間、会報発行と市民

向け広報誌作成等シルバーのPRにも携わってきましたが、今回から広報委員が交替します。会報の発行は、各号

その時の情勢、シルバーセンターの歩みを表現している貴重な資料となっています。これからも親しみやすい、喜

んで読んでいただける『会報』を育てていって欲しいと思います。今後とも会員皆様の更なるご協力をお願いいた

します。                                      （神田 英子・記） 

 
   

会 員 数：令和４年６月３０日現在 

計 ７３１ 男性 ５６９ 女性 １６２ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜ 編 集 委 員＞ 

池内弘行・都築宣治 
羽田野耕一・寺崎文子 

シミュレーション 今日の手順と危険予知
惰 性   



 
 

 

 

 

 
 

 

 

  

     

    

   

     

     

多田 健治 
職群理事 

（除 草） 

この度、２期目の職群
理事に選任されました。
安全第一にお客様から
信頼される仕事に努め
てまいる所存です。ご
指導、ご協力をお願い

します。 

７地区理事として地
区の会員のみなさんと
の調和を図りシルバー
人材センターの一翼を
担えればと思います。
よろしくお願いしま
す。 

この度、地区理事に選任
されました。初めてのこと
で、わからないことも多々
あろうかと思いますが、で
きる事を確実に取り組ん
で参りたいと思います。精
一杯やらせていただきま
す。よろしくお願いしま
す。 

 

新型コロナの影響で
社会全体が歪み様々な
影響を受けております。
我々の職場が安定し働
き易いよう努力する覚悟
です。宜しくお願いしま

す。 

（５） 

コロナが終息に
向かうか？社会生
活が大きく変わり
ウクライナ戦争が
勃発した現在は、安
心・安全が見えな
い。閉塞感の中でも
元気なシルバーを
運営したい。 

私、この度８地区の
理事に選任されまし
た。シルバーに入会し
２年程度です。現在、お
おたかの森駅周辺の放
置自転車の見廻りを行
っています。 

この度、初めて３地
区理事に選任されま
した。皆様が明るく楽
しく仕事が出来るよ
う微力を尽くしてい
きたいと思います。ご
指導ご鞭撻をよろし
くお願いいたします。 

寺門 正美 
職群理事 
(植 栽) 

 理事として選任して
頂き、責任の重さを感じ
ております。不慣れな
面があると思いますが
「三歩進んで二歩下が
る」このような気持ちで
努めて参ります。ご指導
よろしくお願いいたしま
す。 

会長としての重責を
担い、身の引き締まる
思いです。 
職責を果たすべく、

精一杯務めて参りま
す。 
皆様のご指導、ご協

力をよろしくお願いい
たします。 

高村 忠男 
副会長 

２地区理事 

鈴木 政廣 
職群理事 
(会館管理・運動場) 

 

※ ６頁に新たな執行体制を記述してあります。 

私は三輪野山に住
み、今年３月まで 10 年
間、違反看板撤去等の
業務に、安全運転第一
で従事してきました。今
後も誠実に職責を果し
て参ります。 

再選されましたの

で、地域に貢献出来る

よう頑張ります。 

この度、理事に選任
されました。コロナ禍の
厳しい環境ですが、セ
ンターの役割を地区に
生かせるよう取組み、皆
様のお役に立ちたいと
考えています。 

２期目は、未就業の職
群理事に選任。シニア
のやりがいは、シルバ
ーの就業で得られるも
のと心得て、皆様の協
力を頂き取り組んで参り
ます。 

地区の皆様とコミ
ュニケーション図り、
協調性に努めてお互
いが職種に対し、成果
上がるよう気運を盛
り上げていきたいと
思います。 

２期目の地区理事に
選任されました。「共
助・友愛」の気持ちを持
ち、何事にも真摯に取
り組みたいと思いま
す。宜しくお願いしま
す。 

都築 宣治 

６地区理事 

日向 典文 

４地区理事 

小髙由美子 

７地区理事 

菅原 秀夫監 

事 

人口増加数が日本一
で緑豊かな流山市から
北欧並みに、初の女性
会長が誕生した。私は
引き続き監事として、セ
ンターの更なる発展に
向け、全力を挙げる決
意をしている。 

岡本 年雅 

１地区理事 

大野 鉄洋 

３地区理事 

古川 修二 

８地区理事 

大塚 義夫 

９地区理事 

春山 茂明 

10 地区理事 

沼田 藤喜 
職群理事 
(自転車) 

内山 卓三

監 事 

海老原廣雄 
常務理事 

兼課題理事(組織改編) 

神田 英子 
会 長 

５地区理事 

事務局次長からです
と干支が一回りしてしま
いました。今期で最後の
つもりで頑張りますの
で、あらためてよろしく
お願いいたします。 



 

新たな執行体制 
令和４年度 常任委員会 

 

                        ※氏名の下線は理事以外の方 

 

 

※ ５頁に新役員の抱負を掲載しています。 
            

委員会 
委 員 長（◎） 

副委員長（○） 
委  員 役  割 具体的事業 

事 業 運 営 

委 員 会 

◎ 神田 英子 

○ 高村 忠男 

海老原廣雄 

湯浅 邦彦 

理事会・総会提出

議案に関すること 

※その他専門委員

会運営要綱参照 

・議案、事業計画 

・予算、決算  

・就業開拓・会員拡大 

・女性部会・入会促進 

・ボランティア 

・地区懇談会 

安 全 適 正 

委 員 会 

◎ 高村 忠男 

○ 沼田 藤喜 

寺門 正美 

多田 健治 

日向 典文 

春山 茂明 

会員が健康で安全

に働くことができ

るための実施計画

策定及び就業機会

の適正化 

※その他専門委員

会運営要綱参照 

・安全標語募集 

・ヒヤリハット募集 

・パトロール・器具点検 

・就業アンケート 

・安全講習会 

・技能講習会 

・事業所訪問 

・長時間就労の把握 

広 報 

委  員  会 

◎ 池内 弘行 

○ 都築 宣治 

羽田野耕一 

寺崎 文子 

会報等の発行に関

すること 

※その他専門委員

会運営要綱参照 

・会報発行 

・ホームページの管理 

・会員のしおりの更新 

就 業 適 正 

審査委員会 
◎ 高村 忠男 

海老原廣雄 

職群担当理事 

２名 

会員が就業に関し

て起こした事件な

どの諸問題につい

ての審議及び措置 

※その他就業適正

審査委員会設置要

綱参照 

自主・自立 
共働・共助 

     

職群理事 

職 群 名 理 事 名 職 群 名 理 事 名 

植 栽 寺門 正美 自転車 沼田 藤喜 

除 草 多田 健治 会館管理・運動場 鈴木 政廣 

課題理事 懸案・組織改編 海老原廣雄   

専門部会 女性部会 小髙由美子 
就業開拓・会員

拡大部会 
大塚 義夫 

（６） 



 
 

令和4年度 

「安全標語・ヒヤリハット体験談」入選作が決定！ 
 

 

「安全標語・ヒヤリハット体験談」の作品募集をした結果、安全標語19人、64点、ヒヤリハット

体験談９人、10点の応募がありました。６月２日に開催した安全適正委員会で選考した結果、安全標
語６点（うち最優秀賞１点）、ヒヤリハット体験談１点が次のとおり入選となり、入選者については、

６月19日開催の定時総会終了後に発表したところです。 

安全標語については、毎月の会報標語欄に順次掲載し、安全就業の啓発に一役かっていただきま

す。また、入選者及び応募者の皆様に記念品を贈呈させていただきましたが、多数のご応募をいただ
き皆様に感謝いたします。        （安全適正委員会・記） 

 
 

（１）安全標語   
最優秀賞 あせるな 急ぐな 気を抜くな それが貴方の命を守る 8地区 中川 吉郎 

 
 

入  選 

作業前 目配り 気配り 安全就業 2地区 髙村 忠男 

無理しない 行動考慮に 怪我は無し 2地区 丸山 重登 

引き締める 心とベルト しっかりと 2地区 阿部 健二 

日  々 新た だろうだったは 事故のもと 6地区 矢實 貞夫 

お互いに 声かけあって 安全作業 6地区 高橋  眞 

 

 
（２）ヒヤリ・ハット体験談   

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
            

「あせるな 急ぐな 気を抜くな 
        それが貴方の命を守る」 

入選作：「こまめな水分補給で夏を乗り切る」   6地区 高橋 眞 
 

昨年（2021年）7月中旬、この日は午前 1件、午後1件と続けての
仕事だったが、午後の仕事の途中で頭がボーっとしてきて、呼吸も苦
しくなり、急いで水分を摂ったりしたがなかなか回復せず、熱中症で
倒れるかと思いヒヤリとした。シルバーの仕事は 1年目だったので、
夏の仕事の感じもわからず、また前の週までは暑さもそれほどではな
かったため、その日は持参した飲み物の量が十分ではなかった。班長
の水筒から水をもらったりして何とか最悪の事態にはならずに済ん
でよかった。 
それ以来、2リットルの魔法瓶を購入し、氷水を持参、加えてポカリやアミノサプリ

などのお気に入りの飲料も持参して、こまめに水分補給するようにし、昨年の夏を乗り
切ることができた。 
今年も暑くなり始める頃の水分補給には十分注意し、こまめな水分補給を心がけて作

業にあたりたいと思う。 

安 全 は  す べ て に  優 先 す る 

（７） 


